
ワッフル型 UFC 床版間詰め部の充填性に関する検討 
－阪神高速道路 信濃橋入路橋－ 

鹿島建設(株) 正会員 〇村岸聖介 正会員 小嶋進太郎 正会員 切山貴文 

阪神高速道路(株) 正会員 藤林健二 谷口祥基 杉山貴教 

１. はじめに 
筆者らは，鋼床版と同程度の重量の実現を可能としながらも高い耐疲労性を有するワッフル型 UFC 床版

（UFC：超高強度繊維補強コンクリート）を開発しており，この床版を阪神高速道路 1 号環状線信濃橋入路橋

に日本で初めて適用した．UFC 床版同士および UFC 床版と鋼桁の接合部への間詰め材の充填に関して，間詰

め材には UFC に準ずる材料を用い，床版に設けたスタッド用の孔（以下，スタッド孔）から充填を行うこと

とした．しかし，無収縮モルタルなどと比べ，今回用いる間詰め材の粘性が高く，かつ本工事では間詰め材を

投入するスタッド孔の間隔が約 0.8m と広い箇所が多数存在することから，充填に時間を要することが懸念さ

れた．そこで，実橋の一部を模擬した模型への充填試験を行い，充填手順・充填時間を確認して実施工に反映

した．また，夏季の施工であることを考慮して 35℃の高温下におけるモルタルフローの経時変化試験も実施

したので併せて報告する． 

２. 工事概要 
 今回の適用箇所は，信濃橋入路橋のうち，本町通（国道 172 号）

を跨ぐ部分の鋼単純合成鈑桁橋であり，阪神高速西船場ジャンク

ションの改築に伴い架け替えられるものである．橋長は約 37m，

幅員は 5.75m であり，最大 8.0%の縦断勾配を有している．ワッフ

ル型 UFC 床版は，橋軸方向及び橋軸直角方向の 2 方向にリブを

配置した構造（図－1）であり，主桁，側縦桁，横桁によって構

成される床組に支持される． 

３. 間詰めの施工検討 
(1) 接合部の詳細 
 床版架設前の鋼桁を写真－1 に示す．鋼桁と床版のずれ止め

には頭付きスタッド（以下，スタッド）を用いており，床版と

鋼桁の間隙は標準を 50mm としている．間詰め材を投入するス

タッドの孔の間隔は，主桁では約 0.2m であるのに対し，側縦桁

では約 0.8m と広くなっている．間詰め材の配合を表－1 に示

す．間詰め材には，ずれ止めの耐力向上のために UFC に準ずる

材料を用いた 1)．間詰め材としての充填性を確保するため，鋼繊

維は長さ 15mm のものを 0.75vol%混入することとし，高性能減

水剤（以下，SP）は 38.6kg/m3（結合材の 3.0wt%）を標準とした． 

表－1 間詰め材の配合 

単位量(kg/ｍ3) 
鋼繊維 

(kg) 水 
収縮低減型 

プレミックス結合材 
骨材 

高性能 

減水剤 

195 1287 905 38.6 
58.9 

(0.75vol%) 
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写真－1 床版架設前の状況 
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図－1 ワッフル型 UFC 床版（下面） 

 

図－2 充填試験の対象範囲 
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(2) 充填試験 
充填試験で対象とした範囲を図－2 に，充填試験状況を写真－2

に示す．床版を模擬した押え型枠はアクリル製とし，目視で充填状

況を確認できるようにした．充填は以下に示す 2 段階の手順で実施

した．最初に写真－2中の①に示す横桁上の中央から充填し，間詰

め材が主桁および側縦桁に達した後は，写真－2中の②に示す主桁

および側縦桁と横桁が交差する位置から充填することとした．試験

開始時のモルタルフロー（JIS R 5201 落下なし）は 288mm であり，

モデル化した区画を約 30 分で完全に充填できることを確認した． 

(3) モルタルフローの経時変化試験 
上記の充填試験は気温約 20℃の屋内で行ったが，実施工では 7

月下旬に充填作業を実施する予定であったため，35℃の高温下に

おけるモルタルフローの経時変化試験を実施した．なお，充填試

験では SP の量を標準の 3.0wt％としたが，経時変化試験では夏季

施工用の配合として高温下でもモルタルフローを確保するため， 

SP の量を 3.5wt％に増量して試験を行った．試験結果を図－3に示

す．同図には充填試験時に行ったモルタルフローの試験結果を併

せて示す．気温 35℃の環境下で SP の量が 3.5wt％の条件では，練

上がり直後（注水から 20 分後）のモルタルフローが 300mm であ

り，練上がりから 70 分後（注水から 90 分後）にはモルタルフロ

ーが 246mm に低下したが，鋼桁と床版の間隙を模擬した厚さ

50mm の間隙を有する L 型ボックスに充填できることを確認した．

すなわち，ヤード内の練混ぜ場所から打込み箇所までの運搬時間を

10 分ほど考慮しても充填開始から 60 分程度は 50mm の間隙に充填

可能であることを確認した． 

(4) 現場施工 
 上記の試験結果を踏まえ，実施工では SP の量を 3.5wt％とし，練

上がり直後のモルタルフローは 290～310mm に制御した．試験では

横桁の上からの充填のみで鋼桁と床版間の間詰めを充填したが，実

施工では充填時間を短縮するため，写真－3に示すようにスタッド孔からも充填を行った．充填箇所を移動す

るタイミングは，隣のスタッド孔の床版下面まで間詰め材が充填されていることを目視で確認した後とした．

側縦桁のスタッド孔は数が少ないため充填に時間がかかったが，練上がり直後の間詰め材を優先的に側縦桁

上の間隙に使用することにより，充填を完了することができた． 

４. まとめ 
 本報告では，ワッフル型 UFC 床版を信濃橋入路橋に適用した工事のうち，間詰めの施工について報告した．

側縦桁があるなど通常の PC 床版の間詰め施工とは異なる点があったが，事前の施工試験で確認した充填手

順・充填時間を施工計画に反映し，問題なく充填を完了することができた．  
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写真－2 充填試験状況 
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図－3 モルタルフローの経時変化 
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写真－3 充填状況 
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